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秋田城内外検出の竪穴住居跡

庄内昭男

Iはじめに

秋田城跡は，市街地から旧国道7号線を北に3km程

行った秋田市寺内にある。遺跡の範囲は，標高50mを

最高位と~する独立丘陵である高清水丘陵のほぼ全域に

およんでいる。丘陵の西方下500mを旧雄物川が北流

し,1.3kra程で日本海に至る｡北西からの季節風をうけ，

丘陵北西部には2～lOmの飛砂層が堆積している。

秋H1城の歴史は，『天平五（733）年，出羽柵を秋

田村高清水岡に遷置す（続日本紀）』に始まり，天平

宝字年間（757～764）に秋田城に改称されたとされる。

第1図秋川城跡発掘調査地域図
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秋Hi城には，一時出羽国府が移っていたと考えられ，

その後，郡筒が併世されており，古代における軍11:.

行政の中心的機間として存在していたものである。

秋田城跡には,mmi年秋田城跡発掘調査事務所が

設置され，継続的に発掘調査が実施されている。「|群Ⅱ

47年以来の調査の主眼は，外郭線の櫛造および規模を
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発掘調査 地

神屋数．勅使館西

高野・空素沼東

高野・運動場東

大畑・高清水中学校西

神屋敷・勅使館南沢部

鵜ノ木・運動場{有

高野

児桜

大小路

焼lli

高野

将軍野南・幣切Ill

大小路

鵜ノ木

焼Ill

焼lll

鵜ノ木・古四王神社北

焼UJ

鵜ノ木

大畑・幣切山東

大'｣､路

鵜ノ木

鵜ノ木

大畑・護国神社北

大畑・謹国神社本殿西

大小路

鵜ノ木

ﾉ<1畑・鯉|玉|神社北

大畑・准国神社北

大畑・湖玉l神社広場

鵜ノ木

後城E地|犬：

秋田城跡との位置

南外郭線より:an

東外郭線より400m

東外郭線より100m

城跡内

南外郭線よりfjUOm

南東外郭線

東外郭線より250m

束外郭線より150m

南外郭線

南西端外郭線

東外郭線より250,

北外郭線

南外郭線内側

東外郭線より100m

西外郭線

西外郭線よりROffl

南外郭線より120m

北西外郭線内側

東外郭線よりKJOm

東北外郭線

1脚外郭線外側

東外郭線より100m

東外郭線より100m

北外郭線内側

内城域

|卿外郭線

南外"K線より10()、

内城城

内城域

内城域

東外郭線より100m

曲外郭線より:-!0Ora

検出遺構

士器跡1ビット群満跡カマド跡

検出過椛なし

ニダIIのツキ固め2～3本の溝跡1ビット肝

溝跡カマド跡ピット

《竪穴住居跡9軒》竪穴状遺惟溝跡

《竪穴住居跡.21軒》築地満状遺構掘立肺雌物跡土地

検出辿枇なし

<竪穴住居跡1軒》ピット鮮

<竪穴住居跡2軒》築地牌状遺構掘立桃il

築地溝状遺構掘立|息i建物跡土肱

《竪穴住居跡5軒》

築地碓状遺構ji立卜i雄物跡

《竪穴住居跡42軒》掘立柱地物跡3棟掘立柱1)溝跡

<竪穴住居跡4軒》掘立卜iﾐ建物跡12棟井戸跡満跡土j広

築地構状遺構掘立|息i雑物跡li肖渠排水勝

検出辿柵なし

《竪穴住居跡3軒》満状遺怖カマド跡

<竪穴化居跡11軒》掘立|:1地物跡5棟ピット群

井戸跡溝跡土肱

築地牌状遺購掘立柱唯物跡竪穴状遺術i広

《竪穴住居跡17軒》掘立|鳥1雄物跡1棟瀧状遺枇土肱

《竪穴・竪穴住居跡7帆:》掘立柱建物跡6棟ノ|:戸跡土肱

掘立柱辿物跡5棟此戸跡群跡土肱杭II整地而

'三肱H掘り方Aトレンチで築地

掘立|:1挫物跡土地小ビット群

築地瀧状遺構

〈竪穴・竪穴住居跡7軒》捌立純建物跡8棟土｣広椛ダリ

築地満状遺構

lトレンチ築地満状適描掘立柱建物跡｜:12列

2トレンチ築地竪穴状遺構3トレンチカーマド跡

4トレンチ竪穴状j世柵

掘立柱地物跡鍛治工房跡i柱列溝跡土j広

竪穴状過術井戸跡溝跡土肱ビット作幣地層

<竪穴(I括跡32軒》満跡上地



秋田城内外検出の竪穴(1括跡

'ﾘ'確にすることにおかれた。外郭線の拙造は,iJ建時

より築地であったと考えられ，築地崩壊後は，柱列を

伴う溝状適職を設けたことが確認された。規模は，護

国神社を中心に東西・南北550mで雲ある。

昭和47年以来の調査で検出された遺描は，一覧でき

るように別表’に示したが，外郭線に沿った地区と，

さらに外郭線から離れた地区からも多数の堅穴住居跡

が検出されていることが注|｜される。この稿では，昭

ｲ'147年以来出さｵ,ている秋Ill城跡発掘調在17務所の発

掘洲介報告をもとに，外郭線の|ﾉ1と外でI羅穴作),;跡が

検lllされた地lﾒ:を分け、それぞれの地|ﾒ:ごとに竪穴住

川iI跡の辿惟・辿物・州俄などの而で特徴をとられた。

これにより城内の竪穴住Ai-跡の性絡．機能，城外の集

落との|則述を探る上での些礎資料にしたいと考えた次

輔である。

なお，住)計跡の他，適描の集成．説lﾘlには，秋'11城

跡で川いている辿櫛番号をそのまま仙H1した。

Ⅱ外郭線内側検出の 竪穴住居跡

外郭線|ﾉmでは，外郭線に沿って鞘10次の尚清水'1，

学校グランド1判方・第13次・第17次のﾉ〈'1,蹄,1121次

の焼Illの各調在地|えで竪穴化I;跡が検illされている。

束からIﾉﾛへ各地|の説明をしていく。

1．鵜ノ木第10次調査地区検出の竪穴住居跡

調汽地'又:は，標間40mの台地の縁辺部にあたり，南

側は'笹斜II'llとなっている。雌下1mとの比尚は,8m程

である。

台地の縁に沿って築地が検出さオ1,外祁線の東南隈

にあたることが碓認された。築地は，地lIl飛砂層に黄

紺色mi^mみ上げて椛築しており，築地f.v土上面は，

I剛力|ｲﾘを走る櫛状遺榊により切られておD.その上を

またぐように2Hi]×1l.'llの掘立林雌物跡が検出されて

いる。

秋Ill城内に入るI｝q側で20軒の竪穴仲1,1,'跡が検出され，

L,ずれも地lll飛砂屑を掘り込んでいる。全体の四分の

一がカマドだけの検出であるが，竪穴iW}跡は，方形

をSL,go肝を除いて一辺が3.5m以下の小さなもの

である。内部より柱穴．周瀧は検||'されなかった。

カマドの殻けられた位慨て．竪穴住A''を分類すると

uﾄ゙ のよ‘うになる。

東壁側鋪1り・・輔2トナ・瀧5号・第6号・第7号

第9号・第10り・・第11a号・第lie号・第

13号・第18号・第19号・第20号

I有壁側露3号・鋪lib号・第16号・第17号

北壁側第8号・第12り・

東壁11にカマドをもつものが大部分である。さらに

《第1号・鞘2り-・鋪5り・第6号・第7号・第10号

第13号・第2(1ザ》の州D込盈は，築地と平行な方位を

もつ。Aff:mm・輔2り・・第lie号〉はカーマド

のIll強に凡を使川しており,B群:<第13号・鋪19り

第2Oけ〉のカーぞド位ii'i':が東Irl隈にあるという此〕Ⅲ性を

見い川し綿る･

竪穴化lIf跡|ﾉ1からの,T,I:遺物は，きわめて少なく時

期的な比岐はむずかLい・ただし，第13号床miから丸

底の|ﾉ1黒1昌帥器杯が.̂ 12り床ifiiからIi'i転糸切')無調

整の赤褐色｜:器杯がIlltしており，前苫を最も古いII､m

に，後舌を雌も新い､H'lHHに比定できる。詞h¥ﾒ:内の

州｜迩物として鉄製i'1i'iおよびHUiが多い。鉄製MMは，

鉄雛53点・鉄鎌5点・鉄斧3点・金釧1点・ノノT8点

となってお|)，砥イiは2811川tu孔を穿った5～1(1

cmの小形携細I!のものが22f|.':|と人部分である。鮒l妙

住)11｝跡で鉄鎌2','.;、鞘5叶化I,']跡で鉄鎌が1点，鉄斧

1点がlｲ《imから川｜北ている。

2．大小路第17次調査地区検出の竪穴住居跡

mft地Iﾒ:は，海抜30～32mのI櫛緩斜｢、にあ'),2~

3mの滞差をもつ段状の畑地が南IJqにlAjかう行|川に統

し､ていく。lfj外郭線の4"央よ0ややmにIiする地|ﾒ:で

あり，築地および満状.ikilll'fの検出さｵ'た第13次1洲併地

区の虹延艮線_'二になり,miﾉqで接する弟24次,淵代地|火鷺

の北ⅢIIで満状辿|僻が検川されたことから外郭線の|ﾉ'Jfiiil

と考えられてL､る。

650㎡の洲代地|ｽ]ﾉ1より421fの住(,;-跡および掘立付

唯物跡3“捌立|意m,m跡が検出された。なお炎｜

J;')地HI飛砂1吋までは2.5mの深さがある。SB242

・SB243抑立札唯物跡は，洲在地Kiノリ側で竪穴佐川if

跡の検川された鋪6ルサより上llllに確認された。S13

242は1判北仰31ﾊl×21川でSB243よ{)新Lt､oSB

244掘立林地物跡は，洲代地|ﾒ:の中央束寄りに検川さ

れた。SI230曜穴化}iII跡;J;o古く,SI211より新

い､oSA256lIl位|鳥i列は,mmom～1mの円形の

－3－
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掘り方が一列に東西につながっており,SD250瀧跡

およびSD251溝跡も東西方向にのびているが,SD

251は第5層で,SD250は第9層で確認された。

竪穴住居跡群は，第6層の灰青色土より第10脚の地

lii飛砂|科に達するまで眼なり合って検出された。各層

位ごとに確認された住居跡を記紋すると以下のとおり

である。

第6層を確認面とする竪穴住居跡

SI201．SI202．SI203．SI204．SI205

第71',,4を確認面とするi藤穴化AIf跡

SI206・SI207・Sl208・SI209・Sl210

SI211・S1220

第81稗を確認面とする竪穴化}叶跡

SI212・SI213・SI214A・SI214B

SI216・SI217・S1218・SI219

輔9脚を確認面とするI羅穴化I'i跡

SI224．S1225．SI228・SI230・SI231

Sl233．S1234．SI235

SfUOIf1の地Ill飛砂層を伽認imとする竪穴(i-;),'卜跡

SI221．SI222．SI223・S1226・SI227

S1229・SI232・S1236・Sl237・SI239

SI240

なお，いずれの竪穴化A'i跡からも柱穴・周u'-'i等の|ﾉ1

部施‘没は検Illされなかった。

堅穴Ⅱ州跡全体につL,て概観すると，上位の第6．

7胴と下位の第8．9．101Ii4とで火きく分かれる。上

位では,{1括跡の数が少なく，符住居跡の規模は大きい。

下位では、住居跡の数が多く，各住居跡の規棋は小さ

L､。上位のfl-),'f跡のカマドは,IVI畦に設けらｵ'たもの

が多く，下位の住居跡のカマドは，東壁に投げらﾉ|'た

ものが多い。下位の東Ijq畦にカマドを設けた化川I｝跡は，

東西に長く一定幅で検Il1されており，しかも館9層で

確認さｵ'たSD250満跡の南側に位置してL､る。

各1'1位における竪穴化K跡を規模･平面形･カマド位

置等から共通する事項をひろいあげ，分類をこころみ

た。

A群：〈S1204．s1205〉第6層で伽認され，

調介地|ｽﾆのほぼ中央に位i〃している。南北に長い長方

形を皇L,一辺が4～5mで比鮫的規模の大きいもの

である。カマドを南壁東寄りに設けている。館7脚で

確認されたS1211もH様な特徴をもつ。SI204m

而,SI205カマドイ､f近より墨書土器が出土している。

B群:(S1209・S1220)第7J櫛で確認され，

調査地Iﾒ:の北側に位置している。正確な規模．平面形．

カマド位置は不明であるが，一辺が6m以上でかなり

規模の大きいものである。床面に焼土．炭化物が堆積

しており，火災にあったものと考えられる。

C群:(SI217・SI218・S1219)第8層

で確認され,調査地lメミの西側に位置している。SI219

の平面形は明確でないが，おおよそ方形を呈し，一辺

が4m前後の中規棋のものである。カマドを束壁．東

壁1判寄りに設けている。

D群：〈Sl225・SI230・SI235〉第9層

で確認され，調査地|ﾒ:の中央から東寄りに位置してい

る。一辺か3m以卜で規模の小さいものである。カマ

ドを東砿北寄りに1没けており，Sl225・Sl235では，

瓦をカマドの補強のために使H1し,SI230でもカマ

ド|ﾉjに瓦片が遺存して↓､る･

以上により検川された竪穴住居跡;42!肝のうちのわず

かIIffであるが,A～Dの群としてとらえられる可能

性をもっている。

竪穴化i叶跡内からの川土土器は，杯が比I陵的多い。

第9・’0肘の住)!¥跡|ﾉ'からは,1"!転へラ切りで切り離

された須忠器杯。節8．7層の住1-跡内からは,[口|転

へラ切り離された〃〔忠|器杯とI刷転糸切りの切り離しで

底辺部をヘラケズリ調燃した赤褐色’淵杯。第6層の

IVJ,>i跡内からは,l"l種糸切りの切り離しで無調整の赤

褐色土器杯の出土が多いと↓､える。

調介地|ﾒJﾉ､1では，｜網から下層にかけて256点にお

よぶ鴫,il:-1菖器が(111北ており，竪穴化I','跡の検出され

た第61刺から第9Wでは，ほぼ|両l数のillI-.がある。S

I201・SI204。SI205．SI209．Sl211･

SI214・SI218・SI219の住AI'i跡内から州士し

ており、si218n;v;-跡の床II'llから「中」が3点，「

'V食」が1点MlI-していることが,li.llさ』,る。

3．大小路第13次調査地区検出の竪穴住居跡

調査地Ⅸは，標間32～35mの南緩斜linである。

調査地区の西側で築地と考えられるWrhli'rLが検出

さｵ'.lil辺外郭線の一Illllで､あることが雌’認された。

築地は,iikiii飛砂l稗あるいは粘土混入の砂層上に版

築している。築地の大部分が耕作による概乱をうけ，

－4－



Kill城内外検出の竪穴住居跡

掘立'億iﾐ堆物跡とピット作が検出された。いずれも碓!淵

面は，表土下30～lOcmの地Ill飛砂層である。5仲の掘

立柱述物跡のそれぞれの規棋は,SB314掘立柱雌物

跡が南北棟61剛×21川,SB313掘立柱述物跡が総林

で東西棟5問×2lil],SB316棚立柱唯物跡がlﾔｨ北3

間×東西l間以上,SB315掘立柱建物跡が|櫛_|上棟2

i冊1×1m,SB318が東Iノリ21川×I肖北1l.'SI以上となっ

ている。SB314がSB313･SB316･SB315に，

SB316がSB313に切らｵlるとL，う砺複|側|係があI),

最も真北との振り幅が小さL、SB314が^く,SB316

→SB313→SB315・SB318の'iiUに新しくなる。

SB315SB318は棚f)方が小さく，方向もI"1位で

あることから同時期で岐も新しいと考えられる。SB

313の北側掘り方内よりlul転へラ切0で切り離された

台付須‘恵僻杯がIll土している。

竪穴住い}跡は11軒検出され,SI003(H'r跡がSI

3113のIﾉ1側にある以外は敢複m係が象らｵlない。ただ

し上lEffl立性地物跡とは，Sl303・Sl3()8作lIli跡

がSB313唯物跡を,SI307fFJ,i,'/j-SB314を切

るという重複関係がみられる。11柵の竪穴ffilr'j跡はい

ずｵ'も掘り込みが明確であるが,規模･カマド位慨・＃'11

')込みの方位をゑても此油性を見出し得ないが,am:

〈s1305．s1307．s1311〉住i,-;-跡は,Wii形

が細長い長方形を呈し，特徴的である。sI305fi-:),i;

跡のカー､'ドの補強に梢「．||瓦が使川されている。

SI303・S1306SI307．SI308．SI309

遺存状態は悪く，しかも，溝状遺撒の棚1)方で地Ill飛

砂層まで切られている。溝の内側に築地崩壊以liiiの3

個の純穴が検出された。

竪穴住居跡が2軒，外郭線の内側に入る築地および

満状辿構のすぐ北側で検出されている。

館1号住居跡は，地山飛砂層を掘り込んでおり，節

2号(tt'i跡は，地山飛砂層の上層の赤褐色砂iv;を掘り

込んでいる。第1号住居跡の規模は3.2m×2.9m,

鋪2号住居跡も一辺が2.3mでいずれも小さく，カーぞ

ドは東確に設けている。第1号住11}跡は，外郭線に近

い場所にあり，掘り込みの方位は，外郭線に平i『して

いる。

第1号住居跡内のカマドおよび床而からﾒL底の内黒

土師器杯，胴部内外にカキト|を施したkfllliitH難,lihl.

系切りの切り離しで底部を手持ちへラケズリ調糖した

須恵器杯が出土している。

4．焼山第21次調査地区検出の竪穴住居跡

洲代地|ﾒ:は，標高45mの丘|凌上にある。

築地および溝状遺構の検出された第19次Mft地|人:か

ら東に80111のところにある。第19次調代検Illの外郭線

北端が東側に曲る様子を示しており,mm次調代地|ベ

は，その延長線より南寄りに位置する。外郭線の検出

はされなかったが，位置関係から外郭線の|ﾉ1側にあた

ると考えられる。

9()0㎡の調査地区内より11軒の竪穴化A-;跡と5棟の

◇鶴ノ木第10次調査地区検出竪穴住居跡

－5－

住居番号

第1号

館2
可
ｔ
ご

－
Ｆ

鞘3号

魂5号

弟6号

第 7号

第8号

第9号

第10号

第11号

'fill号a

鋪11り:-b

確認

面

地砂

地砂

地砂

地砂

地褐

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

形態

分類

10A

IDA

平面 形

方ノI
多
ン

長方 形

楕円 形

方 形

方 形

方 形

長軸方向

m<->iﾉリ

illI川イ

東←・『ﾉ9

規模

東西、×南北 、

3.1m×3.0m

2.3111×2.Om

－×－

3.7m×2.5m

3.Hill×3.7m

3.8m×4.3m

－×

－× －

3.2iii×3.Dill

1.9m×4.2m

×

×

面積『、

9.3m

5.0㎡

9.3㎡

14.1㎡

13.3㎡

11.2m'

2().6㎡

カマド位置

東壁I桶寄り

東畦II-'央

maき

東確南寄り

北向き

東向き

東壁か‘）

東・I櫛砿？

東I"]き

I制向き

I向き

〔壁北|秘

柱穴

なし

なし

なし

チハ1
/よ【一

なし

ナF1
J今し

なし

弁i
p－ｰ

なし

なし

なし

１
し

か
畦

周溝

なし

なし

なし

なし

ﾅ『1
Uー、一

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

備考

第7号△

1側に新



庄内昭男

※地砂は地lll飛砂f静、赤砂は赤褐色砂層 ※△はより新しい意

◇大小路第17次調査地区検出竪穴住居跡

－6－

住居番号

ffill号c

第12号

第13号

第14号

第15
ロ
言

第16号

第17号

第18号

第19号

第20号

H21号

》
面

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

形態

分類

10A

10B

1OB

10B

平面形

方形

方形

不幣I'I形

隅丸長方形

方形か？

方形か？

長軸方向

北西<-う南東

東‘-う西

南を-う北

規模

東西、 × 南 北 、

－×－

2.3m×2．2m

3.1m×2.8m

2.4m×2.2in

－×2．5m

－×

－×－

2.7m×1.dm

－×－

－×

×－

面積㎡

F－F－金

と〕．t〕、

8.7㎡

5.3㎡

1(1．8㎡

カマド位置

東向き

北壁西隅

東壁北隅

なし

南向き

南向 美
ご

東壁北寄り

東壁南隅

東壁南隅

柱穴

ﾅ‘－1
F噸坐し』

なし

ナド1
'参L一

なし

なし

ﾅ石1
Fヘレ

なし

ﾅ〆1
Jに生L〆

－
」

か
峰

なし

なし

周溝

なし

なし

ﾅFI
Fヘレ

ﾅrl
”幸一

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

備考

1

第7号△

第13号△

住居番号

SI201

Sl202

SI203

SI204

S1205

SI206

SI207

SI208

SI209

SI210

SI211

SI212

SI213

SI214A

Sl214B

SI216

SI217

SI218

S1219

SI220

Sl221

S1222

確認

面

6咽

6咽

6隅

6屑

6層

7m

7層

7層

7屑

7層

7層

BIS

8肘

8眉

,SIV;

8K

8層

8層

8増

7層

KlK

lOM

形態

分類

17A

17A

17B

17C

l7C

17C

17B

平 面 形

方形

長 方 形

長 方 形

長方形

方形

方形

長ノブ形

長 方 形

長 方 形

－0.＝

〃 形

災ノノ形

ﾉj形

長軸方向

北西<-.南東

東〈-．西

南・・北

¥'fi-う北

東を-う西

東〈-う西

｢制←，北

1脚一北

南‘-ぅ北

東←，西

束 < 今 西

*a

東←，西

規模

東西、× 南 北 、

3.4m×3.1m

5.6m×3.8m

－×

3.7m×4.2m

4.Om×5..7m

－×－

.3.3m×2.7m

3.3m×2.8m

5.8m×－

－ ×－

5.^m×4.dm

－×3.3[!:

－×－

3．2m×4.3｢、

3.2m×4.3m

×－

3.9m×3.6m

3.5m×－

×－

－×－

4.6m×3．3m

3.3m×.3.0m

面積、

10.5irf

21.3m

15.5m

22.8㎡

8.9㎡

9.2㎡

20.8㎡

13,．Hirf

13．8m

14.Om

15．2m'

9.9m'

カマド位置

東壁北|秘

1打壁東寄り

南壁東寄り

西壁中央

lil壁西寄り

東壁北寄り

南壁東隅

束壁北寄り

－
）

介
峰

１
し

た
峰

東壁南寄り

東壁南寄';

東壁

IﾉIｲ確か？

西壁・北壁

柱穴

１
」

丑
心

なし

１
」

拝
牲

なし

なし

ﾅ行1
fふし

１
」

介
娃

なし

なし

なし

なし

なし

なし

周溝|備考
なし’
なし’
－’
なし’
なし’
－’
なしSI231A

なしSI209A

－｜火災住居
一’
なLSI210A

一’
－’
なし’
なし’

SI217A

なし’
なし’
－’
－｜火災住居
なし’
なしS1221A



秋Ⅱ|城内外検出の竪穴住居跡

一
癖
》

※△はより新し¥,意

◇大小路第13次調査地区検出竪穴住居跡

◇焼山第21次調査地区検出竪穴住居跡

ワ
ー

住居番号
確 認

面

S1223

SI224

Sl225

SI226

S1227

S1228

SI230

Sl231

SI232

SI233

SI234

S1235

SI236

S1237

S1238

SI

S1240

1()層

9層

9層

Id層

10,層

9層

9層

9層

Id層

9層

9層

9層

Id層

1(1層

Id3;

1(1層

Kr-

17，

17D

17D

方 形

長方 形

隅丸方形

方形

方形

方形

長 方 形

方形

隅丸長方形

東一西

ii<->北

火‘-ぅ四

東<-ぅ1ﾉリ

外1

s<->北

’〈-うlﾉi

×

3.(im×3.1m

1.8m×2.(in-

4.3m×3.4m

1.2iii×3.8m

3.1m×2.9m

2.3m×2.7ni

2.8,1×2.4m

2.1m×2.9m

1.9m×2．Im

2.8m×4.3m

－ ×

－×－

－×－

－×－

×－

－×3.(im

11.2m'

4.7m

14.6m'

16.Om'

9.0m'

6.2㎡

6.7m

6.1㎡

4.()m』

12.Om'

北 壁

I櫛壁中央

束壁中央

北壁束寄り

東壁北寄り

東壁南隅

東壁北寄り

東壁北寄り

南壁西隅

東壁

西壁

西壁

１
」

か
峰

ﾅf1
r圭一

ナF1
Uふし

なL

なし

なし

なL

なし

なし

なし

な’

ナハ1
』よL＝

なし

１
ｈ

行
Ｌ

ナ
ル

なし

なL

なし

ナrl
”ーｰ

なし

なし

SI224A

SI227A

SI231A

S1234A

S1232A

S1234A

SI240A

SI240A

平面 形 長軸方向
規模

東 西 、 ×南北、
面積、 カマド位置 柱穴 周溝 備考

住居番号

第1
ロ
言

第2 号

確認

面

地砂

亦砂

形態
分類

平 面 形

方 形

長軸方向

東←ぅ四

規模

東西、＞<南北、

3.2m×2.9in

2.3m ×－

面積㎡

9.3㎡

カマド位置

東壁中央

東壁

柱穴

１
）

卜
嬰

ナ
牝

１
し

か
峰

周溝

汗1
J生し

なし

備考

住居番号

S1003

SI303

SI304

SI305

SI306

SI307

SI308

SI309

SI310

Sl311

S1312

確認
面

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地似

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

形態
分類

21A

21A

21A

平面 形

隅丸方形

隅丸長方形

隅丸長ﾉ形

方形

隅ﾒL長方形

隅丸方形

長方形

隅丸長方形

長軸方向

illiﾉリ

P i 北

i澗今北

m<-ぅ」上

tilIﾉ{イ

iifa

1̂'<->」上

illIﾉﾛ

規模

東西、×南北 、

4.0m×3．4m

6.dm×8.2m

×3，5m

2.6m×5.7m

4.8m×5.Om

－×2，2m

2．9m×3．1，1

3.8m×5.Sill

4.0m×－

－×2．2m

×

面積｢向

13.6m'

56.6㎡

14.8㎡

24.Om'

9.0㎡

20.9m'

カマド位置

東壁附寄り

1糊確Iﾉ'ｲ寄り

l禰壁西寄り

北壁東隅

東壁北隅

かしJ企

柱穴

|ﾉ14

なし

|帆6

なし

隅4

なし

なし

なし

周溝

なし

有

ナハリ
/よL一

なし

周巡

１
し

み
峰

周巡

なI

備考
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秋田城内外検出の竪穴住居跡
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秋1ll城内外検出の竪穴陀居別

(l:K跡で回転へラ切りの切り離しの須恵器杯が川tL

ている。なお規模が大きく，周溝をもつSI303住届

跡内からは，円面硯・刀装具の腔巾金が出土し，岨棋

がやや大きく，周稗・柱穴をもつSI306(>;),>;跡のカ

マドからは，和同開称・刀子が出土している。

Ⅲ外郭線 外側 検出 の竪穴住居跡

外郭線外側では，神屋敷の第9次，児桜の第12次，

尚野の第15次，鵜ノ木古四王神社北の第20次B,鵜ノ

木の第18．25．30．34次，人小路の第24次,Ilrtfll53<l-.

の後城E地区と各調査地区で竪穴住),'跡が検出された。

大小路，鵜ノ木，児桜，高野，神屋I殿，後城と外郭

線に近いところから順に説明して行く。

1．大小路第24次調査地区検出の竪穴住居跡

北東に走る沢に向かう南緩斜面にあたo,;fii7次調

代地|ﾒ:とは北東で接する。地山飛砂屑までは北fliJIで3(1

~50cinの深さであるが，南側に行くにしたがって厚く

なり，50～80cmの深さがある。緩斜fflを平坦にするた

め北側から南側へ削平されたものと考えられる。

640m霞の調査地匹内より竪穴住冊'f跡im伽立柱述

物跡1棟，溝状遺構土地・ビット作が検川されてい

る。溝状遺構は2期あり,SD366A榊状遺Il'fが第6

層で,SD366B溝状遺構が第7層で確認され,SD

366B//;SD366Aより古い。SD366Aが2m~

3.4m,深さ60ciii,SD366Bが幅2m,深さSOcniで

ある。第13次調査地区で検出した外郭線の東延長線上

にあり，築地が削平され，溝状遺櫛が道存したと考え

らｵ'る。ただu第13次調査検出の碑状遺柵とは，掘

り方・幅にちがいがみられる。SB384ttii/-.伸也物跡

は，総柱で1打北4間以上×東西2間以上の規槻であり

鞘71牌のS1376．s1377．SI380駆穴ttK跡叩

i角上ifliに小さな円形の掘り方が検出され，上記化),<;跡

よ0新い､。

竪穴住届跡は，第7層黄褐色砂層でS’367．SI

368．SI369・Sl370・SI371・SI372・S

I383住),'十跡の7軒が検出され,SI367fi:K跡は，

SD366B溝状遺椛の上面に確認された。下隔の地Ill

飛砂層からは,S1373・S1374・Sl375・Sl

376・Sl377・SI378の8軒が検出さオ［た。いず

れの竪穴住階跡からも周満・林穴等の内iil加設は検出

されなかった。カマドもわずか3軒に確認されただけ

であることから各層ごとの住v;-跡の分瓶はむずかしい。

確認面の上層・下層で堅穴化1'Mにちがいがみられ

る。規模および平面形の上で，下層確認の住m;-跡は，

一辺が3m～5mの小さな方形を呈するものが多く，

上層確認の住居跡〈は，一辺が5m～7mの大きな長方

形を呈するものが多い。さらに門〃1の上で,"I､癖確i認

の住),lf跡は，外郭線と考えられる満状遺柵と空白地帯

をおいて|判側に検出されておｲ)，上層確認の住1,'i跡は，

北側から南側へ広く検出されている｡また上層確認の住

届跡は,SI369//iSI370を,SI371がSI370

を,SI371がS1372を切るという北から|糊への亜

複関係が認められる。配置および電複|兇I係から下層

確認の住"｝跡は築地あるいは満状過惟の外郭線が存在

した時側lにあって，占地上の規制が|伽､ていたと考え

らｵ1,上層確認の住届跡は,si367mm跡がSD366

Bの上に検Illさｵ'ており，外郭線のなくなっていたII,Ir

1Ulにあったものと考えられる。

竪穴住居跡内からは杯畑の1:1:1i:が多く，下l制剛認の

住),'跡からは，回転へラ切りて切り離された弧恵器杯，

上届確認の住居跡からは,l"H唾糸切ｲ)で切り離された

赤褐色I-.器杯の出Iを数が多い。また上層附認の耐n跡

内から士錘・砥石が多く’''化している。

2．鵜ノ木第18次・第25次・第30次調査地区検出の

竪穴住居跡

鵜ノ木地区は，秋Ill城跡束外郭線の東方約100mの

位置にあ0,周辺より一段商い微i'i『j地形をIILしている

BSfP33年～37年のN営調代で四天に¥跡と椛定され

ていたところであるが，第18．22．25．26．30．34

次で8,791㎡におよぶ調査が行われ，多くのffii立卜iZ雌物

跡・竪穴住居跡・井戸跡・林'1.｜J広・満跡が検川さ

ｵ'た。

南､|も高位に検出された棚立札地物跡については，｜玉I

営調森で四天王寺の第1・第2次識wM.第1・第2

次金‘噸跡，経蔵跡，鐘楼跡と推定されていたものもあ

るが，再調査が行われ，規模・配悩から新たな考察が

なされている。以下達物跡'については調査報告にもと

づいて要約した。

建物の方位から大きく分類される。

I脈：雌物の方位が真北に対して，3座～5度I岬に賑

－11－
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れをもつ〔SBOO6・SB395〕〔SBO18・SB484〕

〔SB485・SBOl9〕である。同一地点で辿替があ

り,Ia群：〔SBOO6・SBOl8・SB485〕の廟

が付く時期が古く.1b群：〔SB395・SB484・

SB019]の柱痕跡に焼土を含み，身舎だけになる時

期が新しい。この他に建物の方位から〔SB397・SB

398-SB429]が古い時期のIa群に,さらにrsb

399・SB396〕が梯痕跡に焼土を含むことから新しい

時期のIh群に付属する辿物であると考えらｵ'ている。

I群の述物跡については,rSE406ノ|忌戸跡は，古い

時期のSB006と同時期と考えられ，井戸の'だ菜年代

は，もっとも新しい資料をもって決めると，紀年のあ

る木簡では，天平勝宝5年頃,8C中頃となろう。井

戸と共に機能したSB006雄物跡を中心とする古､､時

期の唯物もこの年代に述枠られ,SB395を'I'心とす

る新しい唯物に変遷したものと考えられる』という年

代観を報じているII

Ⅱ群：走向方位が真北・真西に対して約1(1庇の振れを

もつ板塀状の|ﾒ:仙i施設と考えられるSA501-SA502

に雄物の方位が近いISB487]である。

Ⅲ類：走向方位が真北・真西に対して13度～15度の振

れをもつ板塀状の区画施股と考えられるSA500・S

A407に雌物の方位が近い〔SB488・SB262・S

B263]である。

重複催l係からⅡ・Ⅲ群は,I作より新しい。なお天

平六年および天平勝宝五年の紀年銘を書いた木簡が出

土したSE406井戸跡からは，最下層で丸底｣師器杯

とM転へラ切りで切り離された須恵器杯が川調l鳥してい

る。SB487唯物跡の掘り方内からは,H転へラ切り

で切り離された須恵器杯が，北西隈の抜き取り穴から

赤褐色土器ハ･が出土している。

南半I'.'.'l位の地物群に対して北側からは，伽り方の小

さなSB268・SB266・SB267・SB427・SB

428進物跡が検出された。湿地SG463のlH辺帖地層

上に確認され，架中して検Illされた井戸跡とともに平

安時代後､卜以降に比定される。

竪穴{”}跡は南半の高位で1(1軒検出された。いずれ

も黄褐色火llll天層を掘り込んでいる｡

カマドを投け-たfi;V｝跡は,(SI001．SI002

SI402ABC・S1005・SI403・SI493・S

I494AB》であり,SA407柱列の間に柴っている。

《SI402ABC・Sl493とSI494AB》が3期の重複

関係をもつ。A群：〈SI402B・SI403・SI493

〉が南壁東寄りに,B群:(sI005・S1402C)

が東壁北寄りにカマドを設けている。A群:(SI

402・Sl403・Sl493〉の掘り込み方位は，真北

より西に約10度振ｵ'ている。カマドを持つ住居跡の大

部分が，中規模で周溝および柱穴を設けている。

カマドを設けたものを竪穴住居跡として上記に分類

したが，カマドは設けないが，形態から住I'}跡と類似

する竪穴杯がある。《SI400・SI401・Sl495・

SI497・SI020．S1496・SI498》である。

SI020を除L,て小規模であるが，周牌をめぐらし，

四隈に純穴を設けてL､る。SI020・SI495竪穴で

地床炉らしい痕跡,SI499竪穴で床linに焼土が確認

されている。cip:{si400si401・SI495

SI497)の掘り込み方位は，真北よ9西に約10度振

れており，竪穴住AII群とほぼ一致する。D群:<si

O20．s1496．s1498〉の掘り込み､方位は，真北

を向く。

竪穴(iﾐﾙ叶跡内および竪穴|ﾉ1からの出｜土器は杯が多

い。SI403竪穴fkK跡カマドからは.I"]転糸切りで

切り離された台付内黒上師器杯と回転糸切りで切り離

された赤褐色土器杯が出土しており,S1400竪穴か

らは,1"!転へラ切りて切り離された須恵器杯とI'll転糸切

りで切り離された赤禍色土器杯が出土しており,SI

497竪穴からは,m転糸切りで切り離された須恵器杯と

14転糸切りで切り離された赤褐色土器杯が出土してい

る。上記で出土している赤褐色土器杯の器形は，やや

内湾気味に外傾し，商さのあるもので一致する。なお

SI495竪穴から'I吃様様容緋が出土している。

竪穴化K跡および竪穴と掘立柱迷物跡との屯複関係

は，以下のとおりで､ある。S1020竪穴がSBOl8・

SB484雌物跡を,SI400SI401感穴がSB396-

SB397唯物跡を切っており,S14931撰穴Ⅱ曽居跡が

SB490唯物跡に切られて1，る。

竪穴住肘跡および竪穴は,I群とした掘立柱述物跡

より新しく，板塀状の柱列にともなうⅡ．Ill群の掘立

林雌物跡とは，掘り込みの方位が一致するものがある

ことからMll'j'lりlかそれより新しいと考えられる。

-12-



秋ill城内外検出の竪穴住居跡

3．児桜第12次調査地区検出の竪穴住居跡

外郭線から南西に300m程離れており，標高40mの

台地で南側は崖となっている。調査地区I榊端で竪穴(1-:

),',跡が一軒,地il｣の黄褐色火山灰層で検Illされており，

I抑11は崖のため削られている。東西で4.3mを測る。カ

マドは，北壁の東寄りに設けられており，仰迫部の長

さが1.1mある。周満・柱穴は認められない。遺物は，

蝿土からI'I転へラ切りで切り離された須恵器杯，頚部

に稜をもつ士師器斐などが出土している。

4．高野第15次調査地区検出の竪穴住居跡

外郭線より東方に500m程離れており，標向40mの

平坦な台地にある。

633m'を調査し，竪穴住居跡が5軒検出さｵ1た。た

だし完掘されたのは1軒だけである。

第1号住居跡は，地山の黄褐色火Ill灰隔て縦I謝され，

東Ifj部を第2号に切られている｡東西5.2m×lil北4.4

mの長方形を呈する。壁に沿って周満が巡り，小さな

Hf穴が短辺に3本長辺に5本ある。カマドは叩確北隈

に｢没けられており，黄白色粘土で柵築さｵ1,I'l'i袖を1え

瓦で補強している。カマド北側に灰捨て穴がある-1-

居跡床而より小形の土師器雲が3点州土している。

5．鵜ノ木古四王神社北側第20次B調査地区検出の

竪穴住居跡

外郭線より東南方に150m程離れており，標尚30m

の平坦地にある。

調在地区の東南部より3軒の竪穴住w跡がif複した

状態で検出された。

SI300住居跡は，西側をSl298・Sl299住Aii

跡に,SI299住居跡は，周壁全体をSI298住1,'｛跡

に切られている。S1298住居跡は，褐色砂|稗で検Ill

された。南北5．5mを測る。壁直下に周碑がめぐり，

四辺に沿って3本以上の椛穴が認められる。カー､'ドは，

東壁北寄りに設けられており，黄白色＃l'l土で椛築され

ている｡九瓦が両袖部の補強に,燃焼部で支脚に仙ﾙlさ

れている。煙道部が長く住居外に張りlIlしており、1．6

mを測る。SI299住居跡は，「餌上4.2m×東Iノ44m

の規模があり，北東隈にカマドが設けられていたと衿

えられる。SI300住居跡の床面は，地Ill飛砂|科であ

り，北東隅に柱穴が認められた。

S1298住居跡カマド・床Illiからの出土土器は，回

転へラ切りで切り離され，内而にミガキのあるご|師器

杯，｜川転糸切りで切り離された須恵器杯.I"i転糸切り

て切り離され，体部下端を手持ちケズ'ﾉ調盤された赤

褐色’二器小形壷がある。

6．神屋敷第9次調査地区検出の竪穴住居跡

調査地区は，東を頂点としてiﾉqに大きくllll<沢にあ

'0,西側は高さ20m程の雌となり,i1'iKを臨海道路が

通っている。史跡指定地外であるが，宅地造成に伴う

緊急調査が実施された。

774㎡を調査し，竪穴住),<;跡9軒，竪穴状遺椛，溝

跡を検出している。

竪穴住居跡は，西北の平坦部で第1号～第5号の5

1軒，東沢部で第6号・第7号の2軒，＃1端台地で第8

号・第9号の2軒が碓,謝され，そのうちの7ITが完掘

されている。それぞれの地点は,50m以上の距離て離

れているが，検出した各住),','跡は，形態の上で瓶以し

ている。西北平坦部の第5り･仇A'i跡とI刊端台地の第9

}ﾅ住"}跡はいずれも｢'1規模であ'),mm､~にﾙW満がめ

ぐり，四隈に柱穴をもち，カー､'卜職に灰拾て穴を設け

ている。各住居跡内からのIll1:1孟器は，第3別i掘跡

を除いて同転へラ切りで切り離された須恵器杯がIllI-.

している。第5号化I叶跡の2miﾉqに検HIさオ【た竪穴状

適惟からは内面黒色処P|!さｵ'た丸底上師器杯,l"l転へ

ラ切りで切り離された須恵滞杯，ﾌﾉi'3平凡'1､叶が一

擬Lて出土している。

地点別に住居跡を黙ると，Iﾉﾘ北平川部では，第2号

・第3号・第4号住居跡が接するように検出さｵ1，第

2号住胴跡が第3号・第4号化),'｝跡に切られている。

第1号・第4号・第5号住K跡のカマドを1没けた位置

にちがいがみられる。114端台地の第8号・第9号fi;K

跡のカマドの設けられた位慨は，同じである。なお第

4号・第8号C・第9号住Amのカーギトには，平瓦あ

るいは丸瓦を使用u袖強している。

7．後城E調査地区検出の竪穴住居跡

調査地区は，高清水丘|唆の北西部の撫肝に位隠L,

標高20mの砂丘地上にある。秋|Ⅱ城の'I7心部から5(1(1

Ill,外郭線から300m離れている。史跡指定地外であ

るが，宅地造成に伴う緊急調hが‘実施され,A～F各

-13-



庄内Ii'i男
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第5図秋lⅡ城跡i・後城遺跡位i好図

調査地|ﾒ:で,'i代から近世にかけての辿拙が検川された。

後城遺跡の'!央東側寄りのE調杏地lﾒﾆでは，竪穴住

居跡321!'F.捌立林雌物跡1棟，満状辿惟,i北が検出

され，古代の錐滞遺跡であることが雌i謝された。なお

E調査地Ix:の辿櫛は、飛砂層下3inの地Ill砂屑で検出

されている。SB192掘立柱建物跡は，南北2間×東西

2111]以上の総柱の述物別iであり,SI183竪穴住l'I跡と

重複し，同化l'',跡より古い。SD193・SD195碑状世

櫛は，竪穴(I-),1糊群を取り囲むような状態で検川され，

幅が20cm～40cm,深さが20ciii～3()cniであり，ほぼ2m

の間隔で柱穴がI溜められた。,,,:1]のnj能性か強いと考

えらｵ1ている。

32軒の竪穴tm跡は，方形を呈するものが多く，敢

複関係・規棋．掘り込J人の方位・カマドの{､l設位置に

より各群に分けられる。

AH:(SI161・SIl64・Sll68・Sll70・

SI176)一辺が4～4.5mのに!=呪棋のもので南壁

西寄りにカマドを設けている。Si161・SI164・

SI176住l叶跡の壁Ii'i下に周溝が巡り,S1161・S

I164化ki'跡では四隈に,SI176(MK跡では四隈と

一辺の中|州に縦穴をもつ。

A'群:(S1165・SI167SI169)規模に

ちがいがみられるが，｜＃壁西寄りにカマドをI没げてい

る。

B群：〈Sll62・SIl74・SIl75・SIl77・

SI183・S1187)一辺が3m程の'｣､規模なもの

で東壁北寄りにカマドを設けている。SI177住居跡

のカマドは,SI176住居跡に切られたものであろう。

Si183住K跡で周溝・柱穴が,S1187で柱穴が確

認されている。SI187は火災にあったようであり，

炭化材が過存しており，北・西壁の壁板材が良好な状

態で検Illされた。

A・A′・B鮮の竪穴住居跡については,SI177住

jF制1がSI176住居跡を,SI176住l'f跡がSI170

I1括跡を,SI170住居跡がS1165住AII跡{を，ある

いはSI164住屑跡がSI174住居跡を切るという重

複関係があり.B鮮からA'群へ,A'群からA群へと変

遷して行ったと考えられる。A′・A．B群の竪穴住居

跡は，いずれも掘り込盈が溝状遺惟と1両l方位にあり，

雨複|礎l係もみられないことから溝状遺ﾙｻとI"]時IP]ある

いはそれより新しいと考えられる。

C鮮：上記の作に入らないが,SD193-SD193溝

状遺撒内でi『状迩榊と掘り込みが|『1方位をもつ竪穴住

v;跡がある。(SI160・Sll71・Sll63〉化屑跡で

あり,SI160住I/Mは，SIl67・Sll68住居跡；

を切り,S1171住居跡は,si162(i-:i,i;跡に切られ

るという砿複|則係をもつ。SI163ft;),','跡は，壁I肖下

に周溝がめぐり，四隈と一辺の中|剛に柱穴があり，形

態的にSI176(1招跡と類似する。

なお(ft状辿柵の内にある住ﾙ','跡でSI161・SI

167-SI173fi-:K-がカマド袖部を平瓦で袖強して

いる．
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秋IⅡ城内外検出の竪穴住居跡

◇大小路第24次調査地区検出竪穴住居跡

※△はより新しい意

◇鵜ノ木第18次調査地区検出竪穴住居跡

※地黄は地Ill黄褐色火Ill灰牌

◇鵜ノ木第25次調査地区検出竪穴住居跡

備割

丁

I

※△はより新い､意

－15－

住居番号

SI367

S1368

SI369

SI370

S1371

SI372

SI373

SI374

S1375

S1376

S1377

S1378

S1379

SI380

SI381

SI382

SI383

口 佳 詫

面

7層

7層

7層

7層

7層

7層

8層

8層

8層

8層

8層

8層

8層

8層

8層

8層

'71函
『JET

形態
分類

平面 形

長 方 形

長 方 形

方形

方形

方形

方形

長方形

方形

方形

長方形

長軸方向

東←，西

東<-う西

南一・北

東〈-．西

東←う西

東《-う西

南‘-う北

東〈-'1ﾉq

規 模
東西、×南 北 、

－×5.0m

×

5.3m×3.5m

4.5m×7.4ra

8.0m×8.0m

7.0m×－

5.4m×－

4.2m×4.0m

3.5m×3.Srti

×

3.0m×3.4m

4.3in×3.Om

3.dm×2.6m

2.Im×2.6m

－×－

－× 6.0m

5..en×4.(im

面積、

18.6m

33.3㎡

64.0㎡

16．3!ll

12．3㎡

10.2m'

12.姉

7－8㎡

25.8㎡

カマド位置

南東隅内側

南東隅焼土

東壁北寄り

東・南壁？

東壁か？

床面焼土

床面焼土

床面焼土

柱穴

なし

なし

１
」

（
Ｌ

ナ
ん

なし

十戸1
火止’一

なし

ﾅfl
J･卜L一

なし

ナト1
1÷し〆

なし

なし

ナハ1
Jよし

なし

なし

なし

－
し

鋒
牲

１
し

か
峰

周溝

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

１
」

斧
峰

なL

備考

S1370A

SI370A

SI371A

SI371A

SI382A

SI374A

SI379A

S1380A

住居番号

SI001

S1002

S1289

確認

面

地黄

地黄

地黄

形態

分類
平面形

長方形

不整円形

長軸方向

東〈-.‘西

規 模

東西、×南 北 、

l.Om×5.0iti

－×－

3.0m×－

面積前

2(1.Om

カマド位置

東壁南寄り

南側焼土

柱穴

なし

周溝

なし

備考

住居番号
ﾛ珪詫

面

形態

分類 平面形 長軸方向
規模

東西、×南 北 、
面積､イ カマド位置 柱穴 周溝

SI005

S1400

S1401

S1402A

S1402B

S1402C

S1403

地黄

地 黄

地黄

埋土

埋土

地黄

地黄

ウB

ウC

ウC

ウA

ウ B

ウA

方形

方形

長方形

方研
〃
髭

方形

方形

方形

東‘－，西

|櫛ぞ今北

東－1ﾉq

m**iﾉq

s<-う北

東〈-ぅ閥

m北

5．0m×4.5m

4.0m×4．llll

4.2m×3.Im

3.5m×3.5m

3.8m×3.3m

3.8m×3.5m

4.5m×4.0m

22.5㎡

16.4㎡

13.0㎡

12.3㎡

13.3m'

13.3㎡

18.0㎡

東壁北寄り

１
し

か
佳

南東側焼1:

東壁南寄り

南壁東寄り

東壁北寄り

南壁東寄り

|偶6

隅6

隅3

ﾅf1
‘幸一

十戸1
央弘し，

隅7

隅2

有

有

…トー

'月

１
」

鋒
峰

なし

周巡

有

SI4()0A

ユ

||旧に新



庄内m男

◇鵜ノ木第30次調査地区検出竪穴住居跡

◇児桜第12次調査地区検出竪穴住居跡

◇高野第15次調査地区検出竪穴住居跡

◇鵜ノ木第20次B調査地区検出竪穴住居跡

◇神屋敷第9次調査地区検出竪穴住居跡

－16－

住居番号

SI020

SI493

SI494A

S1494B

SI495

SI496

S1497

SI498

SI499

確認

面

地黄

地黄

地黄

埋土

地黄

地黄

地黄

地黄

地黄

形態
分類

ウ，

ウA

ウC

ウ，

ウC

ウ，

平 面 形

長 方 形

方形

方形

方形

方形

長 方 形

長軸方向

東<-う西

東〈-う西

東《-う西

東←，西

南《-う北

東一西

規模

東西、＞<南北、

5．7m×3，8m

－×3.5m

3.2m×3.Om

－×－

3.3m×3.1m

2．8m×2．8m

2.6m×2．7ni

2.'3a×1.8m

－×2．7iii

面積Ⅳ1

21.7m'

9.6㎡

10.2m'

7.8㎡

7.0m'

4.7㎡

カマド位置

地床炉か？

南壁東寄り

西壁北寄り

地床炉か？

なし

なし

なし

南側焼土

柱穴

隅8

隅2

隅6

－
し

弁
挫

なし

隅4

隅5

１
し

か
峰

周溝

なし

なし

なし

周巡

なし

有

１
」

が
峰

なし

備考

V順に･新

東側貯蔵穴

貯蔵穴

住居番号

第1号

確認

面

地黄

形態

分類 平 面 形

方形

長軸方向

北西《-ぅ南東

規模
東西、× 南 北 、

4.3 m×－

面積、 カマド位置

北壁東隅

柱穴

なし

周溝

なし

備考

住居番号

第1号

確認

面

地黄

形態

分類
平面 形

長 方 形

長軸方向

東今西

規模

東西、 × 南 北 、

5.2m×4,4m

面積rri

22.Om'

カマド位置

東壁北隅

柱穴

隅 9

周溝

周巡

備考

灰拾穴有

住居番号

SI298

SI299

Sl300

確認

面

地砂

j也砂

地砂

形態

分類
平 面 形

長 方 形

方形

長軸方向

東←う西

規模

東西、×南北、

－×5．5m

4.0m×4.2m

－×4．9m

面積､1

16.8㎡

カマド位置

東壁北隅

東壁北隅？

柱穴

|偶6

隅 1

周溝

有

備考

エ

':旧に新

住居番号

第1号

第2 号

第3
ロ
再
診

第 4号

第5号

第7号

第8号A

第8 号 B

確認

面

地黄

地黄

地黄

地黄

地黄

地黄

地黄

地黄

形態

分類
平面 形

方形

長方 形

長軸方向

南←う北

南<->北

規模

東西、 × 南 北 、

－×－

4.llll×4.lim

3.7mx

3．0m×

4.7m×5．7m

－×

×－

－×

面積rri

20.2m'

26.8㎡

カマド位置

北壁

南壁か？

東壁北寄り

南壁東寄り

東壁か？

I櫛壁中央

東壁南‘寄り

柱穴

隅4

隅 1

隅4

隅 1

隅有

隅有

周溝

周巡

有

有

手一

fヨ

備 考

第2号△

'第2号△

灰捨穴有

T灰総穴有
Illiiに新

1 1



秋川城内外検出の竪穴住居跡｛

※△はより新しい意

◇後城E調査地区検出竪穴住居跡

※△はより新しい懲

-17-

住居番号

第8号C

第9号

確認

面

地黄

地黄

形態
分類 平面 形

方形

長軸方向

東4→西

規 模
東西、×南 北 、

－ ×

5.9m×5.3m

面積㎡

31.3㎡

カマド位置

北向き

東壁南隅

柱穴

隅4

周溝

周巡

備考

1
灰捨穴有

住居番号

SI160

SI161

SI162

SI163

S1164

SI165

SI166

SI167

SI168

SI169

SI170

SI171

S1172

S1173

SI174

SI175

SI176

SI177

S1178

S1179

SI180

S1181

SI182

SI183

SI184

SI185

SI186

SI187

S1188

S1189

SI190

SI191

確認

面

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

形態
分類

ジC

ジA

ジ B

ジC

ジA

ジA′

ジA

シA

ジA′

ジA

ジC

ジB

ジB

シ A

ジB

ン，

シ ，

ジ，

ジB

ジ，

シ，

ジB

平 面 形

方形

方形

方形

方形

方形

方形

方形

長方形

方形

方形

長方形

方形

不整円形

方形

隅丸長方形

方形

隅丸方形

方形

長軸方向

東《→西

iwf→北

東‘→西

東一両

1脚一北

i櫛←・北

崎‘-う北

1打←＞北

卿《-ぅ｜ﾉq

東《一・四

東 《 → 西

束‘－，西

|制東《-，北西

外〔4－．1ﾉq

ifl"北

東‘-》西

束〈→西

規 模

東西、×南 北 、

5．0m×4.2m

4.7m×4.6m

3.3m×3.1m

4.Im×4.Om

4.2m×4.6m

4.,7m×4.6ffl

5.0mx

5．Im×5.2m

－×－

3.Sin×－

－×－

5．1m×4.4m

8.5m×－

－×－

3.0m×2.9m

3．0m×3．1m

4.Sm×3.3m

3.6m×3.5m

－×5.3m

7.2m×6.8m

－ ×

4.6m×4.4m

4．Im×4.8ra

3.4m×3．1m

3．5m×－

3.6m×3.9m

×－

3.5m×3.7m

2.7m×－

4．2m ×－

－×－

－×4．7m

面積､イ

21.Om

21.6㎡

10.2㎡

18．9㎡

19.3m'

21.6m'

26.5m

22.4m'

8.7ni

9.3㎡

15.8m

12.6m'

22.()㎡

2().Illi

19.7m'

1(1.5㎡

14.Om'

13.Om'

カマド位置

東壁中央

南壁西寄り

東壁北寄り

東壁｢櫛寄り

南壁西寄り

|葡壁東寄り

南壁東寄り

i有壁

{有壁東寄り

南壁西寄I）

東壁か？

東向き

東壁北寄り

東壁北隅

I胃壁西寄り

東壁か？

|櫛壁中央

東壁北寄り

東壁南寄り

東壁北寄り

な し

東壁北寄り

東向きか？

柱穴

十条1
J仁LL一

隅4

なし

隅 7

隅 1

なし

隅3

なし

なし

隅8

なし

なし

なし

隅4

なし

隅14

隅1

周溝

有

周巡

周巡

有

なし

有

-←

･信

なし

１
し

か
峰

有

なL

なし

ナr･1
Jふし〆

有

１
し

か
冬

なし

備考

S1167A

S1171A

SI181A

SI170A

SI176A

S1172A

SI176A

SI172A

SI179A

SI181A

SI177A

SI191△

火災住居
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秋ⅡI城内外検出の竪穴性ﾙij-跡
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庄内昭男

D群：この他北西側で(SI182・SI185S1

186〉住居跡のように溝状遺惟に切られている住居跡

がある。掘り込卑の方位が溝状遺柵とずれており，〈

SI179・SIl81〉を含めて,B-A．A'群・溝状

遺構より古い住居跡群と考えられる。

出土遺物は,D群とした古い時期の住居跡であるS

I179・SIl82住居跡内からI-.師洲杯・土師器婆・

土師器高杯等が一括して出土しており，各住居跡内か

らは,l"l転へラ切りで切り離された須恵器杯，長胴の

土師器蕊の出土が多い。

Ⅲ竪穴住居跡内出十十器とその年代

竪穴(t:l,'f跡の年代については，これまでふれてこな

かったが，出土土器の検討を通してその考察を行L､た

い。ただし，年代について明確な限定はできず，層位

等から相対的に推測したにすぎないことを言及してお

く。

1．大小路第17次・第24次調査地区検出の竪穴住居

跡内出土土器とその年代

第17次調を地|ﾒ:検出の竪穴住"}跡は，第6層から第

10層の地Ill飛砂層に至るまで層位ごとに確認され，し

かも,F肯西に隣接する第24次調査地区では，第17次調

査地|ﾒﾆの第5層に対応する層（第7層）から竪穴住居

跡が確認されており，南辺外郭線の内側・外側で都合

6層におよぶ竪穴住居跡の変遷がみられる。各住居跡

内出土土器は，杯形土器が多い。

杯形土器につL､ては，調査報告を通じて，焼成のち

がい．切り離し・調整により次のように分類されてい

る。ここでは，記号を付して分類のﾉ牒準を明確化した。

I:土師器黄褐色を呈し，内而がヘラミガキ調整

されている。

Iゴ・成形にロクロは使用されず，外面を手持ちへ

ラケズリ調椎し，内面および外面の一州をヘラミガキ

調整し，黒色処理している。体部に段をもち丸底を呈

するもの，休部がなめらかでﾒL底か､F底を呈するもの

に分かれる。

16・第20次B地区SI298住I叶跡から1点出土して

いる。成形にロクロが使用され,l"H砿へラ切りで切I）

離され，底部全体にナデを行い，丸底気味である。体

部内外而にヘラミガキ調整痕がみられる。

16・成形にロクロが使用され，回転糸切りで切り

離され，底部に台を付したものが多い。内面あるいは

外而'1縁部にかけてヘラミガキで調整され，黒色処理

されている。大形の椀状，小形のⅢl状のものに分かれ

る。

Ⅱ：須恵器灰青色あるいは灰白色を呈し，登窯に

よって還元炎焼成されたものである。

大きくは切り離し手法により分類される。AはI"l転

へラ切りにより,Bは静|上糸切りにより,cは回転糸

切I)により切り離されたものである。それぞれの切り

離し後，底部および底辺部にかけて調整が行われたも

のがあり,aは手持ちへラケズリ調終を,bは回転へ

ラケズリ調盤を示す。cは切り離し後，調盤がされて

ないものである。回転へラ切りで切り離されたものは，

底祁が大きく，器高が低い。’11転糸切りで切り離され

たものは，底部が小さく，器尚が高L､。

Ill:赤褐色土器器形は須恵器に似ているが，明褐

色・灰褐色・茶褐色を呈し，雌化炎焼成されたもので

ある。

調恵器に||Ⅲじて切0離し・洲幣を,氾号化した。リjり

離しはCのI"l転糸切りだけであり，調整はa～cに分

かれる。器高が高く，底部より内湾ぎゑに立ち上がる

もの，器尚が低く，底部より外傾するものに分けられ，

後者はIⅢ状を呈する。

第17次・第24次調査地区内の竪穴住居跡内出土土器

については，分類に韮づいて別表のとおりまとめられ

た。

第17次調査地区lﾉ1では,HAcの須恵器杯が10層の

地Ill飛砂層から第7層へ,fflCbおよびⅢCcの赤褐

色土器杯が第8層から第6層へ連続して出土している。

さらに上位にある第24次調在地'又第7層および第17次

調査地K第6層が確認面である住居跡内では，赤褐色

土淵杯のⅢCcが主に出土しており，須‘恵器杯はほと

んどみられない。満状遺構の上linに検出されたSI3

67住I'+跡も上位にある。中位にある第17次調査地|ベ第

7．8．9層が確認面である依A';跡内では,nacの

須恵器杯とⅢCbあるいはⅢCcの赤褐色土器杯が共

に出二|ﾆして､､る。共存関係においてⅡCbとⅡAcは，

同数の1|;i|合で出土し,niccとⅡAcでは,nacが

数の上で減少して行く傾|句がみられる。下位にある第

17次調織地|ﾒ:第10層の地Ill飛砂層が確認nilである住ﾙII

－24－
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’

第12図大小路館17次・第24次調査地|ﾒ:竪穴住ﾙ'I跡|ﾉ1出土土器
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跡では,n.Acの須恵器杯だけが出土している。

上記の杯形土器の変遷および共存関係をふまえた上

で，さらにS1367住居跡が層位的閲述をもつ外郭線

との相対関係から第17次・第24次調査地区検出の竪穴

住居跡の年代考察を行いたい。

溝状遺構の前に外郭線を|画していた築地は，秋田城

の創建11寺に築造され,8C後半が築造年代と考えられ

ている。築地の造営にかかわったと考えられる遺構は，

第14次調査で外郭線の内側から多数検出された土取り

穴がある｡最も古い時期の土取り穴からは.1ゴの土師

器杯,UAaおよびⅡAcの須恵器杯,p縁部に4～

6条の沈線をもつ土師器窪，土師器内黒蓋，砥石，紡

錘卓が出土している。また，第14次洲在築地崩壊土下

層（I§砂直上）から1Kの土師器杯,IIAcの筑恵緋

杯，土師器婆が出土している。

Iゴの土師器杯,nAaおよびnacの須恵附杯，

ロクロで成形されない土flill器饗が糸ilみ合ｵっさって8C

後半に属する1群の土器と考えられる。下位とした住

居跡内からは，やや丸底気味のⅡAcあるいはⅡAb

の須恵器杯だけが出土し，ロクロ非使川の杯・雛は出

土しておらず,9C前半頃に年代が推定できる。中位

とした住居跡は,9C中頃から後半頃の年代が考えら

れる。秋旧県仙北郡仙11lli跡のIHl"]{､I近土地lﾉ1より嘉

祥二年(849年）紀年の木簡と共に，明赤褐色を呈し，

''11転糸切0で切り離された後，底liliから口縁部にかけ

てヘラケズ'ﾉ調整された土師器杯，ロクロで成形され

た土師器蕊,切り離しがl"l転へラ切りおよび糸切0て調

幣のない須恵器杯が出土しており2)秋lil城跡における

赤褐色土器およびロクロ成形による土mz斐の出現を

9C中頃に想定しておきたい。上位とした住A1｝跡につ

いては,IOC以降の年代が考えられる。SI205住居跡

内より灰柚陶器台付皿とIⅢ状を呈する赤褐色土器杯が

出土している。A群とした住)爵跡はIOC前､|も頃,B群

とした住居跡1は9C後半頃,c群とした住届跡は9C

中頃,D群とした住居跡は9C前半頃の年代が考えら

れる。

外郭線外側にあたる第24次調在地lﾒ:第8屑の地lil飛

砂層検出の竪穴住居跡;については,s1379(i;v;-跡で

HACの須恵器杯とともにロクロ成形され,Bid息糸切

りで切り離された土師器蕊が出土しており,9C中頃

の年代が考えられる。

2．外郭線内側第10次・第13次・第21次調査地区検

出の竪穴住居跡内出十十器とその年代

第10次調査地区では，住居跡|ﾉ1出土土器がきわめて

少ない。第20号住II卜跡でIゴの土師器杯，第13号住居

跡でロクロ非使川の頚部に段をもつ土師器婆が出土し

ており,8C後半頃の年代が考えられる。第1号・第

2号・第7号住lIl跡からは,nacの領恵器とロクロ

非使用の土師器婆が出土しており,9C前半頃の年代

が考えられる。第12号住居跡でⅡCcの赤褐色土器杯

第11号A住居跡でロクロで成形された土師器妻が出土

しており,9C後､I'頃に年代が考えられる。A群とし

た住居跡は8C後､f頃,B群とした住居跡は9C前半

頃の年代が考えられる。

第13次調査地区内の第1号,第2号住居跡は,ともに出

土遺物が少ない。第1号住居跡では,HBaの須恵緋

杯とロクロ」|:使用の土師器窪)l3第2号住居跡でもロ

クロ非使用の土師緋雛が出土し,9C前半頃から中頃

の年代が考えられる。

第21次調代地|ﾒ:の!竪穴化).','跡|ﾉ1からは,I師器杯・

赤褐色士滞杯は出星|ﾆしておらず,nAbあるいはⅡA

Cの須恵器杯が出土している。比'較的台付の杯が多い‘

SI303･S1307-S1308住居跡は,9C前半頃に，ロ

クロで成形された土師滞饗がカマド内から出土してい

るSI306住居跡については,9C中頃に年代が考え

られるが，ともに出土している須恵器杯は器形のちか

L､がみられなL,。A群としたSI305SI307・SI

311の年代は,S1307の出土遺物より9C前半頃と推

定される。

3．鵜ノ木地区の竪穴住居跡内出土土器とその年代

第20次B地|ﾒ:を含めて鵜ノ木地|ﾒ:|ﾉ1検|||の竪穴住Al'

跡内からは，杯形'二器の出Iきが多く，住居形態も他の

外郭線外側の竪穴住Af'-跡とは異ってL、るので，別に出

土土器の検i汁，年代考察を行った。

カマドをもつSI403f:i-;Kli*からは,I㎡の土師器

杯,DAcの須恵器杯,mecの赤褐色土器が共に出

土しており,9C後､|も頃の年代が考えられる。カマド

をもつS1402ABC・S1493住mm.カマドをもた

ないS1493竪穴でも,inccの赤褐色土Zr杯とⅡAC

の須恵器杯とI6のhl'llll器杯とか共に111I北，同年代

と考えられる。カマドをもたないSI497・SI496．

－26－



秋川城内外検出の竪穴住居跡｛

a'･整形にﾛｸﾛ非仙川｡外面底部をヘラケズリ｡内外面を

ヘラミガキ調整し、黒色処理している。丸底ないし平底。

b'・整形にロクロが使川'され、1-1転へラ切りで切り離し後、

底辺部をl'l転ヘラケズリ。体部内外面はヘラミガキ調整｡

c'・整形にロクロが仙川されている。i"l転糸切りで切り離し

後、内面をヘラミガキ調整し、黒色処I'llしている。

I:土師器杯

a・手持ちへラケズリ調整

b・l'l転ヘラケズリ調整

c・調整なし

a・手持ちへラケズリ調整

b・回転へラケズリ調悠

a・手持ちへラケズリ調整

b・回転へラケズリ調整

c・調整なし

Ⅱ：須恵器杯切り離しA・i"i転へラ切り

切り離しB・静止糸切り

切り離しC・i"l転糸切り

a・手持ちへラケズリ調整

b・l'l転ヘラケズリ調整

c・調幣なし

Ⅲ：赤褐色土器杯切り離しC・l"i転糸切り

◇大小路第17次調査地区一竪穴住居跡内出土土器一

"隅馴I
カマド・床面出1:

I'll上内出土

－27－

住居番号

S1201

SI202

SI203

SI204

S1205

SI206

SI207

SI208

SI211

SI210

SI209

SI220

Sl212

S1213

SI214A

S1214B

S1216

QIO1ヮ
J1二人1

SI218

S1219

確認

面

6層

6層

6層

6層

6層

7層

7層

7層

7層

7層

7層

7層

8層

8層

8層

8層

.31

8層

8層

8層

住居

形態

分類

17A

17A

17B

17B

17C

17C

17C

I土師器杯

a' b'
ノ

戸
〕

○

Ⅱ須恵器杯

A

a b C

●

○

○

● ○

○

●

○

●○

■□

●□

●

●

B C

a b C

●

Ⅲ赤褐色土器杯

C

a

●

○

b

●

●

●
○

●

●

●

●○

C

●○

●○

○

●○

●○

●

●

●

その他の出土遺物

領,恵器大斐○円筒土器

IIAC片器吾「厨上」

'1,形I二師器饗○灰粕陶器|Ⅲ

須恵器蓋

○弧′恵器蓋○砥イゴ○飲嫉

○弧,恵器蓋

○'｣､形土師器婆

○上師器斐

’
砥イilb′片墨書｢金？」

須j恵器善暴書｢秋Ill」

弧忠器蓋赤褐色土器綴

|川j器ﾒL底長胴斐IY
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◇外郭線築地・溝状遺構出土土器

－28－

住居番号

S1225

SI230

SI235

S233

S1234

SI231

SI224

S1228

SI222

S1221

S1223

SI226

S1227

SI229

S1232

SI238

SI236

SI239

SI240

S1237

確認

面

QI室
ロノ臼

9層

9層

9層

q 犀
ジノョ

qI蔑
哩クノlヨ

9層

q 届
ゾノ目

1()|弾

Ill'

1(1層

10131

l()層

10層

1(3-

101

lOK

ldV3

1()層

10層

住 居

形 態

分 類

17D

17D

17，

I土師器杯

aノ b′ Cノ

Ⅱ須恵器杯

A

a b

●

C

○

■□

○

●

● ○

□

○

B C

a b C

｢-

Ⅲ赤褐色土器杯

C

a b

●

C

■←

その他の出土遺物

○砥石

○須恵器蓋

○砥石

,櫛止糸切り

小形土師器婆

土師器長胴斐Ⅱ

土師器饗

砥石

調 査 地 区 ・ 出 土状況

焼lil第14次築地崩壊土上層

焼Ill第14次築地崩壊土下層

焼'''第14次土取り穴|ﾉ1

焼山第14次溝状遺櫛内

焼山第19次築地崩壊土上層

焼山第19次築地崩壊土下層

‘暁山第19次溝状遺撒内

鵜ノ木第10次築地崩壊’．．

大小路第24次溝1

大小跡第24次溝1

世構A

!幽脳B

建替

数

I期

〃

〃

1期

n期

〃
・

Ⅱ剛

I期

Ⅱ期

Ⅱ期

I土師器杯

aノ

●

●

●

b' Cノ

●

●

Ⅱ須恵器杯

AB

a

●

●

b

●

C

●

●

●

●

■

●

a

●

C

a b C

●

Ⅲ赤褐色土器杯

C

』
“
’ b ｂ

ダ
ダ
」

●

●

その他の出土遺物

砥石・鉄鍍

’
土師器長胴饗Ⅱ。Ⅱ′

砥石鉄鍍

１
１

土師器長胴蕊I

砥石紡錘車

刀子

’
土師器婆坤砥ｲ1

鉄鍍羽11

|懸襲
器護砥石

鉄雛

須恵器蓋



秋ill城内外検出の竪穴住I叶跡

◇大小路第24次調査地区一竪穴住居跡内出十十器一

住居番号

SI367

S1368

SI369

S1372

SI371

SI370

SI383

S1375

S1374

SI382

SI376

S1377

SI378

SI379

SI373

SI381

S1380

確認

面

7i函
『JEヨ

7層

7「函
ロE旨

7i語
0J国

7層

7層

7層

8層

8層

8層

8層

8屑

8層

8照

8層

8層

333

住居

形態

分類

I土師器杯

aノ b′ Cノ

■？

Ⅱ須恵器杯

A B

a b C a

□

●

○

○□

○

●

◇鵜ノ木第10次調査地区一竪穴住居跡内出土土器一

住居番号
確認

面

第 1号 地砂

第2号 地砂

第5号 剛』砂

第6号 ,脈砂

第7号 地砂

第9号 地砂

第10号 地砂

第13号 地砂

第18号 地砂

第19号 地砂

第2(）号 地砂

住居

形態

分類

10A

10A

108

l()B

10B

I土師器杯 Ⅱ須恵器杯

A B

a
ﾉ

b′ じ
'

a b C a

○

●

○

●

－29－

Ⅲ赤褐色土器杯

C C

b C a b C

●○□

●

●○■

○

○□

●○■

●○

Ⅲ赤褐色土器杯

C C

b C a b C

その他の出土遺物

羽I－Io刀子○鉄鍍

砥石

’
噂転用砥石○格子I｣瓦片

赤禍色蓋墨書片○土錘

刀子○鉄鍍

’
土錘砥石○鉄鍬

○刀子○瓦片

’
土錘○鉄雛○鉄釘

OIc'片・須恵器蓋片墨書

|鑑
土師器饗

砥石刀子

○〃1-○鉄鍍

鉄雛砥石ⅡAc片墨書

鉄鋤

小形上師器斐

その他の出土置物

’
須恵器蓋○土師器蕊

鉄鎌○刀子

欽鍬鉄斧

○土師器饗

土師器長胴斐Io鉄釘
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◇大小路第13次調査地区一竪穴住居跡内出士十器一

◇焼山第21次調査地区一竪穴住居跡内出土土器一

※地砂は地山飛砂層

－30－

住居番号

第3号

第16号

第17号

第8号

第12号

第11号

第11号a

mnりb

S'Ulり･c

第14号

第15号

確認

面

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地ｲ沙

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

住居

形態

分類

10A

I土師器杯

aノ b′
〃
″

Ｃ

Ⅱ須恵器杯

A

a b C

B C

a b C

Ⅲ赤褐色土器杯

C

a b C

●

その他の出土遺物

○刀子

鉄製I'll'l○鉄製品

刀子

土師器長胴琵Ⅳ

’
ﾆﾋ師器長胴萎Ⅲ

'｣､形土師器婆須恵器高杯

住居番号

第1号

第2号

確認

面

地砂

亦砂

住 居

形 態

分 類

I土師器杯

a' b'
〃
ｆ

Ｃ

Ⅱ須恵器杯

A

a b C

○

B

b

●

C

a b C

Ⅲ赤褐色土器杯

C

a b C

その他の出土遺物

土師器饗土錘

住居番号

SI303

SI306

S1305

S1307

SI311

SI308

SI309

SI310

SI304

SI312

確認

面

地砂

地砂

地伽

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地捌

地砂

住居

形態

分類

21A

21A

21A

I土師器杯

a′ b′ Cノ

Ⅱ須恵器杯

A

a b

○

□

C

●○□

●○

○■

●

○口

B C

a b C

Ⅲ赤褐色土器杯

C

a b C

その他の出土遺物

'9鰹鶏
○砥石

4

須恵器蓋小形土師器饗

土師器長胴斐Ⅱ。Ⅳ

刀子○砥石

格子Ⅱ瓦片

○土錘

○須恵器蓋○刀子



秋田城内外検出の竪穴住居跡

◇鵜ノ木第25次・第30次・第34次一竪穴・竪穴住居跡内出土土器一

’
◇鵜ノ木第20次B調査地区一竪穴住居跡内出土土器一

-31-

住居番号

S1403

SI402A

S402B

S1402C

SI493

S1494A

S1494B

SI005

SI001

S1002

SI400

SI401

SI495

S1497

S1020

SI496

S1498

SI499

SI289

確認

面

地黄

叩士

蝿士

地黄

地黄

地孟

地黄

地黄

地黄

地黄

地黄

地黄

地黄

地黄

地黄

地茂

地黄

地黄

地黄

住居

形態

分類

ウA

ウA

ウB

ウA

ウB

ウC

ウC

ウC

ウC

ウ，

ウ，

ウ ，

I土師器杯

〃
，

ａ b′ C'

■

○

Ⅱ須恵器杯

AIB

a b C

●

○

●

●○

C

a b C

○□

●□

○

○

Ⅲ赤褐色土器杯

C

a b C

●

○

●

●

●○□

●□

○

○

●

その他の出土遺物

小形土師器葵土師器椀

土師器鍋

赤褐色土器蕊

○須恵器鉢

乾漆様容器

i隆石○赤褐色土器饗

○灰紬陶器

｛
土師器内黒蓋円筒土器

○須恵器小壷鉄釘鉄鍍

住居番号

SI298

S1299

S1230

確認

面

地砂

地砂

地砂

住居

形態

分類

I土師器杯

β
″

ａ b′

●

Cノ

Ⅱ須恵器杯

A

a b C

B C

a b C

●○

Ⅲ赤褐色土器杯

C

a b C

○□

その他の出土遺物

’
赤褐色土器壷丸瓦

○鉄斧○刀子
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S1498竪穴からは,nccの須恵器杯が出土している

が，共に出土しているⅢCcの赤褐色土器杯は，上記

のIAcと共に出土しているものと器形上の差はなく，

9C後半頃の年代が考えられる。

第20次B調査地区のS1298住居跡からは,inの土

師器杯とICcの須恵器杯とnccの赤褐色土器杯が

出土しており,9C中頃の年代が考えられる。

4．外郭線外側第15次・第9次・後城E調査地区竪

穴住居跡内出土土器とその年代

外郭線から遠く離れた第15次・第9次・後城E調査

地'八:からは，赤褐色土器杯の出土がゑられない。そこ

で赤ﾙ色土器杯に変えて土師器長胴蕊の分類を土師器

と須恵器杯の分類に加えた。

’三師器長胴斐の分類は，後城E地|ベの調査Ill告で行

われた分類にしたがった3)。

I知：頚部からI｣縁部にかけて教条の段が巡る。11

唇部が平坦にならされ，その中に1"!五が走っている。

m部外而上半から底辺にかけて縦方向の刷毛11調轄が，

胴部内lin1:12から底Ⅲiにかけて斜あるいは枇方向の3

毛||調幣が施されている。

Ⅱ類：頚部に段をもち，口縁部が「く」の字状に外

反し.11将部はﾒL味を帯びる。胴部の調懐は,I頗と

同じである。頚部に段をもたず,II縁部が「<」の字

状に外反するものをⅡ′頬としておく。

mil:ii縁祁がしpるく外反し,111'1部外liliは縦方|Al，

内[illは拙ﾉﾉlhlのWUG11凋幣が施されている。

Ⅳ頬:11緑部が「く」の字状に外反しI'牌祁がさら

に短くlii立している。ロクロ帖形の後,111"]部内外lin上

半は枇方li1｣のIllllC11によ0洲帖され,111"]部下､̂ にはタ

タキが施され，凡庇を呈している。

第15次洲在地Ⅸの第1号住I叶跡は，比I岐的遺存状態

が良好であり，川上遺物も多い。蝿土よりIゴのﾒL底

土師器杯,ftSifiiよりロクロ非使用の'｣､形土師器礎・鉢

3:3)洲 拠 i m 1 / 6 m柵挑Ⅱ麺1/6 t帥器盤Il1/6

顎
3;iii器拠IVW1/6

第13図土師器斐形土滞の分顛
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秋Ill城内外検出の竪穴化A'Ill'*

HAc須恵器杯とともに，埋土内出土であるが,Ii

の丸底土師器杯が出土していることから8C後半頃の

年代が考えられる。ほかに第5号住居跡でロクロ非使

用の頚部に段のある'1､形土師器婆，第8号CでⅡ類の

土師器蕊が出土しており，同年代と考えられる。

後城E地区の住ﾉ叶跡は，その重複および柵列との関

係からA・（。B・Dの各群に分けられ.D→B→八

が出土しており,8C後半頃に年代が考えられる。

なお，外郭線外側では，第12次調査地区からも1軒

住居跡が検出されているが,出｜遺物が少なく，年代が

不明である。

第9次調査地区では，第1号，第2号，第4号，第

8号A,第9号住居跡から底辺部が丸味をもつⅡAC

の須恵器杯が出土しており，第8号A住居跡で上記の

◇高野第15次調査地区一竪穴住居跡内出十十器一

◇児桜第12次調査地区一竪穴住居内出土土器一

◇神屋敷第9次調査地区一竪穴住居跡内出土土器一

－33－

住居番号
確認

面

住居

形態

分類

第1号 地黄 ● ● ’
小形土師器饗○瓦片

小形土師器鉢○刀子

○鉄鍛○鉄鎌

I土師器杯 Ⅱ須恵器杯

″
ｒ

ａ b′ Cノ

A B C

a b C a b C I Ⅱ Ⅲ Ⅳ

土師器妻
その他の出士遺物

住居番号
確認

面

住居

形態

分類

第1号 地蛍 ○

I土師器杯 Ⅱ須恵器杯

a〃 b′ C’

A B C

a b C a b C I Ⅱ Ⅲ Ⅳ

土師器莞
その他の出土遺物

住居番号

第1号

第2号

第3号

第4号

第5号

第7号

第8号A

第8号B

第8号C

第9号

確認

面

地憧

地黄

地黄

地哉

地茂

地抗

地髄

地競

地黄

地黄

住居

形態

分類

I土師器杯

a'

○

b′ C

Ⅱ須恵器杯

CA B

a b C

○

□

○

●

● ○

a a b C

○

土師器妻

I Ⅱ

●

Ⅲ Ⅳ

その他の出土遺物

|型
器壷

恵器蓋○丸瓦片

九瓦片

l小形土師器
lo須恵器蓋

斐丸瓦片

丸瓦）
Ｌ
１

平瓦片

平瓦片
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◇後城E調査地区一竪穴住居跡内出;十十器一
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住居番号
確認

面

住居

形態

分類

SI160

SI161

S1164

SI170

SI176

SI165

SI167

SI169

.3I162

SI174

SI175

S1177

SI183

S1 8 7

SI168

SI163

SI166

SI171

SI173

S1178

SI182

SI185

SI186

S1179

SI181

SI180

SI184

SI189

S1172

S1190

S1191

SI188

地砂

地砂

地砂

地ｲ沙

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地ｲ仙

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

地砂

ジC

シ'A

シA

ジA

シA

ジA′

ジA'

ジA′

ジB

ジB

シB

ジB

ジB

ジB

シ A

シ C

ジ C

ジ，

ジ，

ジ，

ジ，

ジ，

●

●○

○

○□

□

○

■

○

●

○

○

●

●

●

●

●

●

○

○

● ●

’
須恵器蓋

○砥石

○平瓦片

○鉄雛○鉄鎌

○鉄賑○平瓦片

’
小形土師器誕○平瓦片

領恵器転用円盤状土製I11iI，

土師器長3d1'3

１
１

○須恵器蓋紡錘瓶

○土錘○刀子○平瓦片

平瓦片

須恵器杯切り離し不明

|:蕊
器短頚壷

○平瓦片

土師器饗

○土錘

○土師器甑

|蝶土耀舞鍵

|蝋鷲蕊｡唾
○土錘○鉄鎌

○平瓦片○土錘

土師器婆平瓦片

１
１

I-.flill',器|ﾉ'-I'lllili杯・広I'壷

須‘憩器台付杯切り離し不|ﾘI

土師器鉢○刀r‐○鉄餓

○須恵器蓋

I土師器杯 Ⅱ須恵器杯

a′ b'
〃

戸
）

A B C

a b C b a b C I Ⅱ Ⅲ Ⅳ

土師器妻
その他の出十遺物



秋Ill城内外検川のI羅穴化K跡

→Aの順に新しくなると考えられた。ほとんどがいず

れかの群に属していることから各群ごとに年代考察を

行いたい。

最も古し、D僻とした住居跡のうちSI179-SI182

化ﾙI+跡で土器の出土が多く,I乱の丸底に近い|ﾉ1無|弓

;;;:杯,I類の｜師器蕊,-I師器内黒台{､1鉢,+Jill淵虫

||砺等がIll土してし､る。またSI180・SI181(1-;),','跡

ではI類の底部に笹・木葉痕を浅す土師器蕊が出土し

ている。D群は8C後半頃の年代が考えられる。

B・A．A'群の住j,'1-跡からは,nacの執恵冊杯が

|||土している。この須恵器杯は，台付のものもあるが，

底部が平坦で体部とのさかいも比較的'ﾘl瞭なものであ

る。B群のSll75・SIl87でⅡ類とした-上師勝擁が

llll二しており，丸底を呈するものもある。パ群のSI

169では，Ⅲ．Ⅳ鎖の土師器蕊が出土している。A群の

(in,';跡|ﾉ1からの出土土器は少なく,nacの弧恵|器杯

の他に、S1170住),'卜跡てⅢCc,SiI64(i-;l,i;跡でII

Baの須恵器杯が出-こしている。B（．A脈の征Mi

跡については、9C前半から中頃のｲド代が滑えられる。

〃まとめ

K¥¥Ⅲ章において外郭線の|ﾉ1側･ﾀﾄ郭線の外(mi-'K

ノ木地|人:の三ブロックに分け，検州さ,|(た竪穴化K跡

昨の考察を行ってきたが，ここでは，各々のブロック

を比'|唆しながら，化居跡の規模・形態・ハ｡慨．川｜迩

物の特徴につ、､てまとめてみたい。

〔外郭線内側〕

○外郭線に沿った第1(1次・第17次調在地|天のim跡

ば，′l､規桃で,liiifû -lO㎡以下のものが人部分であ0,

iVMl職01で峨人のものは,16㎡前後である。

○Iﾉq北部にある第21次調査地lえの住kI,跡の晩惟は，

比岐的火きL､oSI303(iH,3'-跡iは.36㎡あり，とびぬけて

火きい。

○|ﾉ1側の位lI卜跡では，第21次調査地|ﾒ:検出の数'i'i-を

除いて.f1畠穴・ル':]満が確認されていない。

○輔1(1次・鮒17次,凋査地区検出の肺I(I跡は，方形・

長ﾉ形をlTLし，第21次調代地|ﾒ検出のft-;),'｝跡に隅ﾒL長

〃形をV:するものがある。

○川_|君士器は，杯形土器が多い。ⅡAcの弧恵器杯

とⅢCbあるいはⅢCcの赤褐色土器杯との此ｲj二間係

で，年代のちがいが考えられる。第17次調h地|人:第8

I沖を確認面とする住居跡内からは.11Acの弧‘恵僻杯，

とDICb・HICcの赤褐色'三滞杯が多数川｜をしている。

○輔17次調従地区では墨書土僻，第10次調侮地|ﾒﾐで

は価ィi・欽製,lii1lのIll土が多い_O

o輔1(1次調nl地|ﾒﾆの第2号・第1lザa・第1lけc’

第17次洲代地1人:のSI208・SI225・SI234・Sl

235(1ZAI｛跡では,カー､'ドmmの袖強に瓦が仙川さオ'てお

'i,a3;2i次調代地|ﾒ:のSI303住Jg跡では､|え凡を,s1

305では格r-ii凡を捕強に使用している。

○館II)次・第17次調査地|ﾒﾆの'1,暁摸な仇w跡の']-'で

群としてとらえられるものがあり，いずｵ’も棚0込玖

のﾉﾉ位が築地にW丁している。

○第21次調在地区では，竪穴住I脈助Iの規使・形態・

配ﾘに共通'’'1がたL,。先に掘立柱唯物跡群が柵築され

ていたと考えられ、竪穴住I!；跡の中でl")ii刷りlに作0も

のは少ない。

○糖1(1次・第17次調織地|えでは，竪穴化),'I跡が8C

後､|化lIIあるいは9C前､r-頃からIOC以降にかけて継続

''1りにｲr-t'i冒している。

〔外郭線外側〕

○俊城E洲代地|火:でB群とした竪穴化),'I跡の規棋は，

10㎡liil後で小さいが,w屋'殿第9次洲fi地|ﾒ坪外郭線

外側地|ﾒ:では，21㎡前後が平均規使である。

○小1.1縦なものは〃形を呈L,20m'を超えるものは，

lﾐﾉﾉ形を',':するものが多い。

○MS'J込悪が比岐的Iﾘ]瞭なものが多く、ルg碑を巡L、

|ﾙ|隅に|鴇i鷺穴を,幾けたものがみられる。神儲iIt輔9次調

代地i久:では，カー､'ド縦に灰怜て穴を設けている。

○llIl北僻としては，ロクロ非使用の-|を帥附誕か力

-ずド|ﾉjより多く出lZLている。

○各調尚地|ﾒ:より鉄雛他鉄製i'ii'iの出土が多し､。人小

路第24次j淵在IZIﾉ1上層では，土錘の出kが多い。

○f隈倣館9次調廠地|ﾒ:の第1号・第4り・鋪8リ

C・鞠9号，尚ﾘf第15次調介地Iﾒ:の第1け，鵬ノ水輔

2()次B洲在地|犬:のSI298,後城E調侮地|ﾒﾐのSll61・

SI167-SI173(1ミルI｝跡では，カマド袖祁のhIl伽に凡を

仙川Lている。Ml屋倣第9次調査地1人台の人祁分の(i;K

跡|ﾉ1より凡片が出土している。

○人小淵輔24次調街地|又:の下l脅にある住f3跡は，外

郭線との"H‘1地帯をおいてi配燈されている。

○ﾉ《小路輔24次調在地|ﾒ:では，外郭線がなくなった
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後に，規模の大きい住居跡群が柵築されている。

○後城E調査地区では，柵列に|ﾒmiされた住居跡群

か存在する。

○後城E調査地区と神屋救第9次調査地区では，8

C後半頃から9C前半頃，高野第15次調査地Kでも，

8C後半頃とする秋田城でも古い時期に脇する喋落跡

が検出されている。

〔鵜ノ木地区〕

○カマドをもつ住居跡は，20㎡ill)後と15㎡liil後の規

棋のものに分かれ，カマドをもたない竪穴は，10㎡前

後の規模の小さいものが多い。

○カマドをもつ竪穴住居跡とカマドをもたなL,竪穴

は，共に壁に沿って周溝が巡り，隅に柱穴を役けたも

のが多1，．

○出土土器は.niceの赤褐色土器杯とnacあるい

はⅡCcの須恵器杯が共存してL､るo士鍋と思われる

人形の鉢も出土している。

○fl飛跡の年代は,9C後半頃に考えられ，一時期

に簾中している。

上!拙のまとめにより，外郭線内fill]にあたる※鵬ノ木

第10次調査地区・大'｣､路第17次調断地|人:下屑の住ﾉIl"跡

は，小作を形成し，築地と平行な掘り込み方位で配置

されている。※外郭線に近い外側にあたる大小脇第24

次調街地区下層の住居跡は，外郭線と"農白地帯を設け‐

て枇築されている。※外郭線からかなり離れた後城E

調査地侭では，柵列で区画された(i;K跡がある。とい

o(i:l,>I跡の配置上の特徴がとらえられる。年代につL、

てはまだ再考を要するが,9C中頃までは，秋lii城の

|ﾉ1II1llはもちろん，外郭線近く，離れた一般喋溶におよ

ぶまで居住地域については一定の規制が|伽､ていたと

考えられる。

また秋ffl城内におL､ては，焼mmzi次調在地'ﾒ:のよ

うに比1岐的内城域に近いところには掘立純地物跡を配

慨し，内城域より遠いところには，竪穴{'揺跡を配置

するというような配置のちがいがふらｵ'る。その竪穴

tm跡についても，鵜ノ木第ill次調代地|人:では，鉄製

[Illが多く出土し，大小路第17次調伐地Iﾒﾆでは,iif1:

/inが多くlil土するという機能的分化を示唆する様子が

Jﾒ､られる。さらに奈良時代前､ドにおいては，移門州11戸

の噸位は一戸を対象としてL､たのに対して,8C後半

‘1）
頃より個人を対象としたものに変って行ったとされ，

秋Ill城外郭線内側にあたる第10次・第17次調査地K内

の小規模な住居跡は，上記事象を裏付けていると考え

られる。

この稿を書くにあたり，秋川城跡発掘調査'Jf務

所の小松正夫氏,nm久氏より資重なるご教示，

資料の提供を得た。末筆ながら感謝する次第であ

る。

注

1昭卯113,3.年度秋|Ⅱ城跡発掘調査概服P70より抜粋。

2）昭和50年度払Ill冊跡発掘調査概報P24を参照。

3）昭和53年度後城遺跡発掘調査報告mpm～P

161を参雌。

4）板橋源『柵戸考』において

「757年頃以前においては卜liil戸はすべて『戸』i前_位

で移配されていたのに対して,757年以後はすべて『人

』蝋位で移配されている｡」ことを指摘している。

※本稿では，竪穴住居跡位噛図の他仲wの全てを

mmi～56年度秋Hi城跡発伽調査側ii;から血赦させて

いただいた。
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